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1.はじめに 
防水材料促進耐候性試験方法小委員会では，2002 年から
防水材料の屋外暴露試験と促進暴露試験を，同じ材料により

同時並行で開始した。屋外暴露試験は 3年目，7年目，15年
目に試験体の回収・評価を行う計画である。 
ウレタン防水材の屋外暴露 7 年目の結果については，前
報「防水材料の耐候性試験その 31」，「防水材料の耐候性試
験その 32」（2010年）にて報告した。本報では，高強度形ウ
レタン防水材（スプレータイプ）の屋外暴露試験結果と，促

進暴露試験結果の比較について報告する。 
2.高強度ウレタンについて 
多様化する市場ニーズに対応するため，各メーカーはウ

レタン防水材の改良を行ってきた。これらの多機能品には，

従来の JIS 規格を大幅に上回るものが出てきた。そのため，
2011 年に改正された JIS A 6021 で，新たに「高強度形」の
カテゴリーが制定された。その改正後の規格を表 1に示す。
本報ではこの高強度形ウレタンを試験体として選定した。 

表1  JIS A 6021-2011 規格値 

ウレタンゴム系 
項  目 

高強度形 高伸長形（旧 1類） 

引張強さ (N/mm2) 10 以上 2.3 以上 

破断時の伸び率 (%) 200 以上 450 以上 

抗張積 (N/mm) 700 以上 280 以上 

引裂強さ (N/mm) 30 以上 14 以上 

3.試験 
3.1暴露試験体 
試験体として用いたのは，高強度形ウレタンのスプレー

タイプであり，平均膜厚を 3mm とした。またトップコート
による耐久性の差を確認する目的で，試験体はトップコート

有り無しの 2種類とした。塗布量は 0.2kg／m2とした。暴露

試験体一覧を表 2に，初期物性を表 3に示す。 
表2 暴露試験体一覧 

1 2 トップコート 

ウレタン防水材 なし アクリルウレタン 

B 高強度形スプレータイプ B-1 B-2 

表3 初期物性 

試験体 B-1 B-2 

引張強さ(N/mm2) 10.5 8.6 

破断時の伸び率(%) 365 277 

引裂強さ(N/mm) 56 59 

3.2屋外暴露試験体形状 
縦 300mm，横 300mmの試験体を，ステンレスベルトでコ
ンクリート舗道板に機械的に固定したものを屋外暴露した。 
3.3屋外暴露地域 
暴露地域一覧を表 4に示す。 

表4 屋外暴露地域 

地域 寒冷地域 (N) 温暖地域 (C) 亜熱帯地域 (S) 

暴露地 
旭川 

（北海道） 

銚子 

（千葉県） 

宮古島 

（沖縄県） 

3.4促進暴露試験 
屋外暴露と比較する促進暴露には，表 2 に示す試験体と
同じものを使用し，表 5に示す方法で促進暴露を行った。 

表5 促進暴露試験 

光   源 JIS A 1415 暴露時間（時間） 

ｻﾝｼｬｲﾝｶｰﾎﾞﾝｱｰｸﾗﾝﾌﾟ(SWM) 6.3 WS-A 1,000～5,000 

ｷｾﾉﾝｱｰｸﾗﾝﾌﾟ(XWM) 6.1 WX-A 3,000～10,000 

3.5試験方法 
屋外暴露と促進暴露を行った試験体は，表 6 に示す方法
で物性値を求め，表面，断面の状態を観察した。 

表6 試験方法 

項    目 試験方法 

引張強さ 
物性 

伸び率（破断時） 
JIS A 6021-2000 

表面状態 表面，断面観察（100倍） 光学顕微鏡観察 

 
4.試験結果と考察 
屋外暴露後と促進暴露後の引張強さと伸び率の保持率を

比較して，図 1～4に示す。 
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図1  B-1,B-2の屋外暴露での引張強さの保持率(％) 
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図2  B-1,B-2の促進暴露での引張強さの保持率(％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3  B-1,B-2の屋外暴露での伸び率の保持率(％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4  B-1,B-2の促進暴露での伸び率の保持率(％) 

1)引張強さを示す図 1，2 を比較すると，トップコートあり
(B-2)は，屋外暴露，促進暴露共に 100～120%を維持して
いる。しかしトップコートなし(B-1)では，屋外暴露と比
較して促進暴露 2,000 時間以降で劣化傾向が見える。保持
率だけで見ると，屋外暴露７年では促進暴露との相関性

は確認できなかった。 
2)伸び率を示す図 3，4 を比較すると，引張強さと同様で，
屋外暴露では，劣化が進んでいないようである。 

4.2表面、断面状態 
写真１,2に B-1（トップコートなし）の屋外暴露の 100倍
の表面，断面写真を，写真 3，4 に促進暴露の 100 倍の表面
写真を示す。また，写真 5に B-2（トップコートあり）の屋
外暴露の 100倍の断面写真を，写真 6に同サンプルの促進暴
露の 100倍の断面写真を示す。 
1)写真 1,3,4 を比較すると，宮古島に 7 年暴露したウレタン
の表面は，促進暴露したものより劣化が少ない。また写

真 2 より，表面の亀裂深さは 0.2～0.25mm と読み取れ，
膜厚 3mm に対して 6.7～8.3%の範囲で表面劣化が起こっ
ている。 

2)写真 5，6 より，屋外暴露 7 年，促進暴露でも表面がフラ
ットであり，トップコートにより塗膜が保護されている。 
 
 
 

 
 
 
 

写真1 B-1(宮古島7年)   写真 2 B-1(宮古島7年) 

 
 
 
 
 
 

 

写真 3 B-1(SWM 5,000hr）   写真 4 B-1(XWM 10,000hr） 

 

 
 
 
 
 

 

写真 5 B-2(宮古島7年)  写真 6 B-2(XWM 10,000hr) 

5.まとめ 
1) 屋外暴露 7 年では，トップコートなしでも物性値の低下
が見られなかった。今後，屋外暴露 15 年と促進暴露の比
較を行う予定である。 

2) トップコートなしでは，表面の劣化状態の割には物性値
の低下が見られなかった。引張強さと伸び率では，的確

な評価が出来ていない可能性が考えられるため，今後，

新たな試験方法を模索する予定である。 
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